
「いじめゼロ子どもサミット』（６年目）開催！ 

 

５月２９日（火），小山市立文化センター小ホールにて，第６回目となる「いじめゼロ子

どもサミット」が開催されました。毎年開かれるこのサミットは，子どもたち一人一人が主

体的な話合いを通して，いじめを自分自身の問題として真剣に考え，いじめのない明るく笑

顔あふれる学校にすることをめざしています。 

今年度は，学校区ごとにこれまでの取組と成果について情報交換し，まとめたものを発表

し合いました。その後，改めていじめゼロ実現のために自分自身が実行することを考え，決

意しました。 

この日の活動を通して，代表児童生徒がそれぞれに感じたことや学んだことを学校に持ち

帰り，今後の取組につないで学校全体に広げていってほしいと思います。 

 

学校区ごとの話合い ～各校の取組と成果について～  ※一部紹介 

            

 ・毎朝行われているハロープロジェクト   ・いじめゼロ強調集会 

  （あいさつ活動）            ・いじめゼロに向けての各学級の話合い 

他学年の生徒とも話しやすい雰囲気   ・いじめに関する校長先生の授業 

を作り出している                    一人一人のいじめに対する意識が 

    ・「ありがとうの木」作成            強くなった 

・親切ポストの設置→親切の木を育てる 

・清掃班で「ほめ言葉のシャワー」実践                

  

 

学校区ごとの発表 ～３会場にわかれて～ 

 

卒業生からの話  

                                 

いじめゼロ実現に向けての決意 

  ・ぼくはいじめをなくすために，一人一人の個性を大切にしたいです。人とのちがいを受け入れ

て，そのちがいはその人の長所として，「わたしとことりとすずと」のようにしていきます。 

・いじめは犯罪行為と同じことなのでそのことをふだんから意識したいです。いじめられている

子をみつけたら話をきいてあげたいです。またいじめている人がいたら勇気を持ってその人

の心を救いたいです。いつでも温かい心を持てる自分になりたいです。 

   ・僕はいじめゼロに向けて，学校で取り組んできたことを継続し，いじめを許さない環境を作って

いこうと思います。 

   ・自分の考えや思い込みにとらわれず，相手のことを受けいれ，理解しようとする姿勢を大切に

します。誰もが「自分らしさ」に誇りを持てる人間関係を私の周りから広げます。 

 

 

 

 

 

 

                                               

家庭向け人権啓発紙 

    
第５４号(平成 30年 7月) 

発行：小山市教育委員会 

  

『第４０回 人 権 講 演 会』の お 知 ら せ 

■日時：平成３０年１０月 1５日（月） 1２:０0 開場 1３:00 開演 
■場所：小山市立文化センター 大ホール          ※入場は無料です。 
■演題：「笑いある人生」    

■講師：三遊亭円楽 氏（落語家）   ※手話通訳、要約筆記有り 

※１２：３０よりロビーにてサミットや市民会議のパネル展示等の人権啓発活動があります。 
※座席は自由席です。学校に事前申込みをされても座席の確保はございません。  
※駐車場の台数には限りがございます。できるだけ公共交通機関をご利用ください。 

 

・相手を思いやる 

心が育った 

・一人ぼっちが 

 減った 

☆参観者の感想☆ 

・各学校で様々な取組をしていることに感心

しました。いじめについて深く考えるいい機

会になったと思います。 

・子ども達が緊張しながらもしっかりと活動

を報告し，真摯にいじめ防止に取り組んでい

る姿に感銘を受けました。 

・ 

 

「誰にでもできる小さなことを継続して行い， 

地道に積み上げていくことが大切です。」と， 

第１回サミットに参加した中山さんが、いじめに 

対する熱い思いを語ってくれました。 

 
※一部紹介 

※一部紹介 


